
　
町
で
も
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
際
、
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
倒

壊
す
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

  

建
築
基
準
法
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
が
倒
壊
し
な
い
た
め
の
最
低
限
の

基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
改
修
・
新
設
を
す
る
場
合
は
、

基
準
を
守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に

つ
い
て
も
、
基
準
に
従
い
設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
合
や
劣
化
の
具
合
に
よ

っ
て
は
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
安
全
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
工
事
や
撤

去
な
ど
の
安
全
対
策
の
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点
検
や
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
建
築
士
等
の

専
門
知
識
を
有
す
る
方
に
相
談
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
基
準
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
合
せ

〇
栃
木
県
建
築
課
建
築
指
導
班

　
☎
０
２
８-

６
２
３-

２
５
１
４

〇
大
田
原
土
木
事
務
所　

　
☎
０
２
８
７-

23-

６
６
１
５

〇
ふ
る
さ
と
定
住
課
定
住
促
進
係

　
☎
72
６
９
５
５

　

６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

（
最
大
震
度
６
弱
）
に
よ
り
、
石
塀
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
以
下
「
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
」
と
い
う
）
が
倒
壊
し
、
死
傷
者
が
出
る
な
ど
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

※

建
築
基
準
法
施
行
令
第
62
条
の
８
に
よ
る
規
定
内
容

を
図
化
し
た
も
の
で
す
。 

な
お
、
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
る
構
造
計
算
に
よ
り
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

⑩タウントピックス

あなたの家の石塀・ブロック塀は安全ですか？あなたの家の石塀・ブロック塀は安全ですか？

ブロック塀（補強コンクリートブロック造） 石塀（組積造）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
）

石
塀
（
組
積
造
）

※

建
築
基
準
法
施
行
令
第
61
条
に
よ
る
規
定
内
容
を
図
化
し

た
も
の
で
す
。 

な
お
、
国
土
交
通
省
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法

に
よ
り
補
強
さ
れ
、
か
つ
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
構
造
計

算
に
よ
り
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た

場
合
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※1 壁内の鉄筋について
  ・縦筋は、壁頂および基礎の横筋にかぎ掛けする。
  ・横筋は、縦筋にかぎ掛けする。
  ・壁頂には横筋を配置する。
  ・壁端部および隅角部には縦筋を配置する。

※2 基礎及び控壁について
  ・壁の高さが1.2ｍを超える場合、摘要となる。

控壁の間隔※2
3.4ｍ以内

基礎

控壁の幅※2
基礎部分において壁面から高さの1/5以上

根入れ※2
30㎝以上

壁の高さ
2.2ｍ以下

壁内の鉄筋※1
径9㎜以上、縦横間隔80㎝以下

壁の厚さ
15㎝以上（高さ2ｍ以下の場合、10㎝以上）

（木造不可）

控壁

石材
基礎

壁の厚さの
  1.5倍以上

壁の厚さ
塀の高さの1/10以上

控壁の間隔
4ｍ以内

壁の高さ
1.2ｍ以下

根入れ
20㎝以上

縦筋端部
基礎横筋にかぎ掛け
または、
鉄筋径の40倍以上の
定着

基礎の丈※2
35㎝以上

基礎鉄筋
径9㎜以上

地盤面

地盤面


